
南

方
（
ビ

ル

マ
）
　 

回
想
記
　 

大
阪
府
　
田
中
昭
　 

昭
和
十
九
年
三
月
十
二
日
、
教
育
召
集（
第
二
補
充
兵
十
八
年

徴
集
）
輜
重
兵
第
四
四
連
隊
（
堺
金
岡
中
部
第
三
十
一
部
隊
）
に

入
隊
。

昭
和
十
九
年
四
月
十
五
日
、
錦
師
参
動
第
一
五
二
条
に
よ
り
召

集
解
除
。

昭
和
十
九
年
六
月
十
二
日
、
充
員
召
集
、
大
手
前
大
阪
陸
軍
病

院
編
成
部
隊
淀
四
〇
四
六
部
隊
（
第
百
三
十
三
兵
站
病
院
）
に
大

行
李
と
し
て
入
隊
。

部
隊
長
（
病
院
長
）
軍
医
中
佐
中
沢
悦
平
以
下
将
兵
四
百
余
人
。

昭
和
十
九
年
六
月
十
四
日
よ
り
二
十
三
日
ま
で
の
間
、
大
阪
市

北
区
寺
町
の
寺
院
（
宝
珠
院
）
に
分
宿
、
第
一
小
隊
第
一
分
隊
に

配
属
、
教
育
訓
練
な
ら
び
に
諸
勤
務
に
服
す
。

昭
和
十
九
年
六
月
十
四
日
南
方
方
面（
セ
ブ
島
）
に
病
院
開
設

の
命
令
く
だ
る
。
早
暁
四
時
宿
営
地
出
発
、
大
阪
駅
よ
り
特
別
列

車
に
て
三
ノ
宮
駅
到
着
。

神
戸
港
よ
り
病
院
船
バ
イ
カ
ル
丸
に
乗
船
夜
半
出
港
。
航
行
途

中
戦
況
急
変
の
た
め
、
宇
品
港
へ
上
陸
、
広
島
市
内
千
田
町
付
近

の
旅
館
に
分
宿
。
こ
の
間
教
育
訓
練
等
を
受
け
る
。
旅
館
で
の
食

事
は
兵
食
と
ち
が
っ
た
特
別
待
遇
の
食
事
で
、
そ
の
あ
じ
が
忘
れ

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
滞
在
中
九
州
方
面
に
敵
機
来
襲
の
報

を
聞
く
。
そ
の
た
め
な
の
か
バ
イ
カ
ル
丸
は
病
院
船
を
輸
送
船
に

改
装
さ
れ
る
（
当
時
黒
船
と
も
い
わ
れ
て
い
た
）

。

昭
和
十
九
年
七
月
十
三
日
、
宇
品
港
よ
り
輸
送
船
吉
野
丸
に
乗



船
（
総
屯
数
約
九
千
屯
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
）

、
門
司
港
よ
り
輸
送

船
団
二
十
余
隻
、
護
衛
艦
（
海
防
艦
）
三
隻
に
ま
も
ら
れ
一
路
台

湾
へ
―
。

船
団
は
内
海
を
出
て
、
五
島
列
島
沖
に
出
る
。
毎
日
む
し
暑
い

船
艙
の
な
か
、
蚕
棚
と
も
い
え
そ
う
な
と
こ
ろ
に
と
じ
こ
め
ら
れ

な
が
ら
、
日
々
を
過
ご
す
。
こ
の
間
炊
事
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
甲
板

上
で
の
作
業
。
勤
務
中
は
デ
ッ
キ
の
う
え
で
の
寝
起
き
、
む
し
風

呂
の
よ
う
な
船
艙
か
ら
開
放
さ
れ
る
。
そ
の
間
夜
は
星
空
を
眺
め

教
育
時
代
の
友
、
近
藤
八
郎
と
内
地
の
こ
と
、
過
去
の
楽
し
か
っ

た
こ
と
を
話
し
合
い
な
が
ら
夜
を
過
ご
し
て
い
た
。

昭
和
十
九
年
七
月
二
十
五
日
、
数
日
間
東
支
那
海
を
航
行
、
漸

く
に
し
て
台
湾
高
雄
港
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
激
し
い
ロ
ー
リ
ン

グ
、
船
酔
い
者
続
出
し
て
い
る
う
ち
に
入
港
。
約
四
日
停
泊
。
全

員
上
陸
し
使
役
（
官
給
品
バ
ナ
ナ
、
砂
糖
そ
の
他
諸
物
資
積
込
作

業
）
こ
こ
高
雄
港
は
バ
シ
ー
海
峡
の
入
り
口
で
難
所
と
も
い
わ
れ

て
い
た
。

昭
和
十
九
年
七
月
二
十
九
日
、
高
雄
出
港
一
路
マ
ニ
ラ
へ
、
夕

刻
緊
急
命
令
く
だ
る
「
こ
れ
よ
り
先
は
危
険
区
域
の
た
め
全
員
救

命
胴
衣
着
用
の
こ
と
」

、
一
瞬
緊
張
す
。
私
も
た
だ
ち
に
救
命
胴
衣

を
着
用
し
待
機
す
。

翌
々
日
未
明
つ
い
に
危
機
到
来
。
敵
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
。
そ

の
時
も
の
す
ご
い
音
響
と
と
も
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
同
時

に
人
の
叫
び
声
、
三
発
の
魚
雷
が
命
中
し
船
体
が
右
舷
、
左
舷
と

か
た
む
き
海
水
が
甲
板
を
洗
い
、
次
第
に
船
首
が
グ
ツ
グ
ツ
と
海

中
に
突
っ
込
む
。
そ
の
と
き
船
内
で
は
混
乱
状
態
と
な
り
、
甲
板

に
出
て
き
た
も
の
は
我
先
に
と
海
に
飛
び
込
み
、
あ
る
い
は
大
声

で
な
き
叫
ぶ
少
年
通
信
兵
あ
り
、
私
は
荒
波
に
た
た
か
れ
無
我
夢

中
で
船
上
よ
り
脱
出
。

退
船
数
分
後
、
吉
野
丸
は
汽
笛
を
合
図
に
船
首
よ
り
垂
直
に

な
っ
た
と
思
う
ま
も
な
く
、
そ
の
姿
は
暗
闇
の
な
か
に
消
え
て
行

き
悲
壮
な
る
最
後
で
あ
っ
た
。

時
に
七
月
三
十
一
日
午
前
三
時
四
十
分
。

海
没
場
所
　
東
経
一
二
〇・
五
五
度
、
北
緯
一
九・
〇
〇
度
の

地
点
、
バ
シ
ー
海
峡
で
あ
っ
た
。

友
の
死
を
い
た
む
！
　
親
友
　
近
藤
八
郎（
教
育
時
代
か
ら
の

友
）
が
脱
出
時
、
自
分
の
帯
皮
を
に
ぎ
り
し
め
な
が
ら
あ
と
に
続

い
て
い
た
が
、
ふ
と
わ
れ
に
か
え
る
と
、
近
藤
が
い
な
い
、
船
と

共
に
か
、
あ
る
い
は
海
中
に
没
し
た
か
、
友
と
永
久
の
別
れ
と



な
っ
た
。
い
ま
も
っ
て
脳
裏
か
ら
は
な
れ
よ
う
と
し
な
い
。

思
い
お
こ
せ
ば
彼
は
大
阪の
久
宝
寺
町
の
豆
腐
屋
の
息
子
で
内

地
に
い
る
と
き
は
よ
く
た
づ
ね
て
行
き
、
時
に
は
バ
ケ
ツ
を
さ
げ

て
豆
腐
を
も
ら
い
に
行
っ
た
日
の
こ
と
な
ど
が
思
い
浮
か
ば
れ
て

く
る
。

ち
ょ
っ
と
余
談
に
な
っ
た
が
、
小
生
は
流
木
に
す
が
り
な
が
ら

十
六
時
間
漂
流
、
こ
の
間
、
夜
光
虫
が
き
ら
め
く
な
か
を
約
十
人

と
円
を
組
み
お
互
い
に
励
ま
し
あ
い
、
か
つ
ま
た
、
眠
気
を
さ
ま

す
た
め
に
率
先
し
て
私
は
軍
歌
を
う
た
い
、
そ
れ
に
つ
れ
て
皆
も

一
緒
に
歌
う
。
互
い
に
気
合
を
い
れ
な
が
ら
友
軍
の
救
助
を
待
ち

望
ん
で
い
た
。

次
第
に
夜
も
明
け
は
じ
め
、
強
い
太
陽
と
積
乱
雲
と
青
い
広
漠

た
る
海
原
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
生
き
残
っ
た
人
間
が
お
の

れ
の
運
命
を
流
木
等
に
た
く
し
て
そ
こ
か
し
こ
に
浮
い
て
い
る
だ

け
で
、
そ
の
と
き
雲
間
よ
り
敵
機
襲
来
！
　
何
回
か
旋
回
し
た
あ

と
で
、
降
下
の
態
勢
を
と
る
。「
う
た
れ
る
ぞ
」
と
思
い
な
が
ら
海

中
に
く
ぐ
ろ
う
と
す
る
が
、
救
命
胴
衣
が
邪
魔
を
し
て
く
ぐ
れ
な

い
。
手
足
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
て
い
る
う
ち
に
、
低
空
で
こ
ち
ら
に

向
か
っ
て
く
る
。
機
銃
掃
射
だ
！
　
シ
ュ
ン
シ
ュ
ン
と
弾
が
飛
ん

で
く
る
。

も
う
駄
目
だ
と
必
死
に
も
が
い
て
い
る
う
ち
に
高
波
に
よ
っ
て

す
く
わ
れ
る
。
ま
た
旋
回
し
て
く
る
よ
う
に
み
え
た
が
、
そ
の
ま

ま
飛
び
去
っ
て
い
く
。
幸
い
と
危
機
を
ま
ぬ
が
れ
る
。
そ
う
こ
う

し
て
い
る
う
ち
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
気
力
を
失
い
、
海
中
に
沈
ん
だ
か

と
思
う
と
豚
の
よ
う
に
水
ぶ
く
れ
に
な
っ
て
死
ん
で
浮
か
び
あ

が
っ
て
く
る
戦
友
を
み
る
と
、
急
に
心
細
く
な
り
、
自
分
で
自
分

に
言
い
聞
か
せ
る
か
の
ご
と
く
一
人
で
頑
張
る
。
や
が
て
波
間
に

海
防
艦
ら
し
き
も
の
が
み
え
た
。
次
第
に
接
近
し
て
く
る
。
救
助

に
き
て
く
れ
た
の
だ
と
気
力
を
出
す
。

思
わ
ず
手
を
振
り
な
が
ら
艦
に
接
近
す
る
が
、
波
の
た
め
思
う

よ
う
に
な
ら
ず
、
艦
に
は
す
で
に
救
助
さ
れ
た
者
が
鈴
な
り
に
満

載
さ
れ
て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
私
が
再
度
、
艦
に
近
づ
く

が
、
波
に
押
し
流
さ
れ
艦
と
の
距
離
が
次
第
に
遠
ざ
か
っ
て
行

く
、
到
底
接
近
は
不
可
能
と
運
を
天
に
ま
か
せ
生
死
の
さ
か
い

と
、
孤
独
感
を
味
わ
い
な
が
ら
炎
天
下
を
漂
流
す
る
こ
と
数
時
間

よ
う
や
く
に
し
て
夕
刻
ご
ろ
油
送
船
（
あ
や
く
も
丸
）
が
救
助
に

来
て
く
れ
た
。
こ
の
時
こ
そ
頑
張
っ
て
生
き
て
き
た
こ
と
の
喜
び

を
感
じ
る
。
し
か
し
な
が
ら
助
け
ら
れ
る
ま
で
の
一
苦
労
、
乗
組



員
が
ロ
ー
プ
を
投
げ
て
く
れ
る
が
、
波
の
た
め
手
が
と
ど
か
な

い
。
し
っ
か
り
す
る
ん
だ
と
励
ま
さ
れ
、
こ
ん
ど
こ
そ
は
と
気
力

を
出
す
。

や
っ
と
の
こ
と
で
ロ
ー
プ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
が
、
輪
の

な
か
に
体
を
入
れ
る
の
が
大
変
、
空
腹
と
疲
労
と
で
手
の
力
を
失

い
何
回
と
な
く
海
中
へ
ド
ブ
ン
！
　
そ
の
う
ち
に
輪
の
な
か
へ
入

る
こ
と
が
出
来
て
つ
い
に
甲
板
へ
つ
り
あ
げ
ら
れ
救
助
さ
れ
る
。

甲
板
へ
あ
が
っ
た
と
た
ん
、
ふ
ら
ふ
ら
の
千
鳥
足
、
し
っ
た
さ

れ
な
が
ら
粥
を
す
す
り
、
よ
う
や
く
に
し
て
正
気
を
取
り
戻
す
。

戦
友
を
探
し
喜
び
を
わ
か
ち
あ
う
。
時
が
た
つ
に
従
っ
て
助
か
っ

た
の
だ
と
い
う
実
感
が
体
の
奥
底
か
ら
ぞ
く
ぞ
く
と
こ
み
あ
げ
て

き
て
、
周
囲
の
連
中
と
や
た
ら
に
し
ゃ
べ
り
だ
し
た
い
衝
動
に
か

ら
れ
る
。
船
は
一
路
マ
ニ
ラ
へ
向
け
て
航
行
中
。

特
記
＝
吉
野
丸
乗
船
数
約
五
千
余
人

昭
和
十
九
年
八
月
一
日
、
比
島（
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
）
マ
ニ
ラ
上

陸
兵
站
宿
舎
に
入
る
。

昭
和
十
九
年
八
月
十
一
日
、
本
隊
も
兵
站
宿
舎
に
到
着
。
聞
け

ば
部
隊
長
中
沢
中
佐
以
下
将
兵
約
半
数
海
没
戦
死
と
の
こ
と
。
部

隊
再
編
成
の
た
め
数
日
間
滞
在
。
こ
の
間
沿
岸
荷
役
等
の
使
役
に

従
事
。
一
日
外
出
許
可
市
内
見
物
す
る
。

昭
和
十
九
年
八
月
二
十
五
日
、
マ
ニ
ラ
港
よ
り
フ
ラ
ン
ス
丸
に

乗
船
（
ビ
ル
マ
方
面
進
駐
の
命
令
を
受
く
）

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
日
、
マ
ニ
ラ
出
港
、
一
路
仏
印
サ
イ
ゴ

ン
へ
。

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
七
日
、
サ
イ
ゴ
ン
上
陸
、
兵
站
宿
舎
に

入
る
。
サ
イ
ゴ
ン
で
使
役
並
び
に
炊
事
勤
務
に
従
事（
梶
山
軍
曹
、

西
村
班
長
と
共
に
）
、
こ
の
間
軍
事
教
育
あ
り
、
筆
記
試
験
が
あ
っ

た
。昭

和
十
九
年
十
月
十
七
日
、
サ
イ
ゴ
ン
港
よ
り
小
型
船
に
乗
り

プ
ノ
ン
ペ
ン
へ
。

昭
和
十
九
年
十
月
某
日
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
着
。
兵
站
宿
舎
で
約
一

週
間
駐
留
。

昭
和
十
九
年
十
月
某
日
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
よ
り
泰
国
バ
ン
コ
ッ
ク

へ
。昭

和
十
九
年
十
月
二
十
三
日
、
泰
国
バ
ン
コ
ッ
ク
到
着
、
兵
站

宿
舎
に
入
る
。
部
隊
名
（
義
四
〇
四
六
部
隊
）
に
改
名
（
方
面
軍

の
防
諜
名
「
義
」
の
た
め
）

、
十
一
月
一
日
よ
り
七
日
間
休
養
並
び

に
衛
生
教
育
等
諸
訓
練
、
こ
の
間
バ
ン
コ
ッ
ク
王
宮
参
観
。
三
日



の
明
治
節
に
各
自
記
念
撮
影
、
内
地
へ
送
る
。

昭
和
十
九
年
十
一
月
十
五
日
、
バ
ン
コ
ッ
ク
出
発
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
五
日
、
ビ
ル
マ
首
都
ラ
ン
グ
ー
ン
、
ベ

グ
ー
を
経
て
ト
ン
グ
ー
に
到
着
。
同
時
に
部
隊
名
（
森
第
四
〇
四

六
部
隊
）
に
改
名
（
方
面
軍
の
防
諜
名
「
森
」
の
た
め
）

昭
和
十
九
年
十
二
月
二
十
日
、
ト
ン
グ
ー
―
イ
ン
ワ
ン
村
に
第

百
三
十
三
兵
站
病
院
開
設
、
病
院
長
軍
医
少
佐
気
賀
沢
杉
人
着

任
。
航
空
便
を
利
用
し
て
内
地
へ
初
め
て
の
便
り
を
書
く
。
部
隊

内
の
掲
示
板
で
大
阪
に
Ｂ29

の
空
襲
の
報
を
み
る
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
五
日
よ
り
昭
和
二
十
年
四
月
二
十
日
の

間
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
内
に
兵
站
病
院
増
設
の
た
め
営
繕
勤
務
並
び
に

将
校
当
番
勤
務
（
矢
野
見
習
士
官
）
等
に
ふ
く
す
。
こ
の
間
精
励

賞
受
賞
す
。
前
線
状
況
悪
化
。
衛
生
勤
務
中
敵
機
来
襲
、
そ
の
後

数
回
あ
り
。
日
増
し
に
前
線
よ
り
の
入
院
患
者
激
増
す
。
し
た

が
っ
て
そ
の
方
面
の
勤
務
に
ふ
く
す
。
目
を
お
お
い
た
く
な
る
よ

う
な
重
傷
患
者
。
息
を
ひ
き
と
る
者
、
死
亡
者
は
た
だ
ち
に
担
架

で
埋
葬
を
す
る
忙
し
い
日
が
続
く
。

昭
和
二
十
年
四
月
二
十
一
日
、
ト
ン
グ
ー
地
区
敵
機
の
大
爆
撃

を
受
け
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
内
に
あ
っ
た
わ
が
病
院
も
全
焼
、
兵
舎
に

も
口
径
二
十
ミ
リ
の
人
馬
殺
傷
弾
の
機
銃
掃
射
を
受
け
、
そ
の
な

か
を
装
具
を
屋
外
に
ほ
お
り
出
す
の
が
精
一
杯
で
、
兵
舎
の
そ
と

に
出
た
と
た
ん
、
ま
た
し
て
も
再
度
低
空
で
来
襲
、
近
く
に
い
た

他
部
隊
の
将
校
、
兵
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
直
撃
さ
れ
、
倒
れ
て
い
く
。

私
は
機
銃
掃
射
を
受
け
な
が
ら
も
無
意
識
に
木
の
小
枝
を
盾
が
わ

り
に
逃
げ
ま
ど
う
こ
と
数
分
間
、
か
ら
う
じ
て
死
境
を
脱
出
。
今

で
も
機
銃
掃
射
を
受
け
た
際
の
敵
操
縦
士
の
顔
が
瞼
の
な
か
に
ま

ざ
ま
ざ
と
ひ
そ
ん
で
い
る
。
敵
機
が
去
っ
て
い
く
時
、
わ
れ
に
か

え
り
、
た
だ
ち
に
装
具
を
つ
け
て
単
壕
へ
、
再
度
敵
機
大
編
隊
に

て
来
襲
、
爆
弾
投
下
、
し
た
か
ら
み
あ
げ
る
と
黒
い
固
ま
り
の
よ

う
な
も
の
が
雨
の
よ
う
に
降
っ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
す
を
み
る
と

一
瞬
肝
を
つ
ぶ
す
。

昭
和
二
十
年
四
月
二
十
二
日
、
昨
日
の
空
襲
に
引
き
続
き
、
今

日
は
陸
よ
り
戦
車
攻
撃
。
た
だ
ち
に
シ
ッ
タ
ン
川
を
渡
河
、
攻
撃

音
を
背
に
聞
き
な
が
ら
重
装
具
を
背
負
い
一
路
本
隊
の
い
る
集
結

地
へ
。
戦
友
の
無
事
な
顔
を
み
た
が
、
石
田
が
い
な
い
の
に
気
づ

く
。
ど
う
し
て
い
る
の
か
と
心
配
に
な
る
。
小
休
止
後
、
津
田
少

尉
と
敵
状
偵
察
。

そ
の
後
命
令
に
よ
り
転
進
、
モ
ー
チ
街
道
に
は
い
る
と
荒
涼
た



る
山
道
の
そ
ば
に
は
、
転
々
と
倒
れ
て
い
る
友
軍
の
死
体
。
そ
れ

を
横
目
で
見
な
が
ら
モ
ー
ル
メ
ン
へ
…
…
転
進
。
途
中
戦
線
を
通

過
す
る
と
き
は
物
音
立
て
ず
の
行
進
が
つ
づ
く
。
時
折
、
機
関
銃

が
火
を
ふ
く
、
友
軍
ら
し
い
。
毎
日
十
里
の
夜
行
軍
、
昼
は
休
息
、

重
装
備
を
つ
け
た
う
え
、
急
造
担
架
で
の
患
者
輸
送
。
相
当
肩
に

く
い
こ
み
疲
れ
る
ほ
ど
の
強
行
軍
。
こ
の
間
重
傷
患
者
の
自
爆
が

続
出
す
る
。
私
は
行
軍
中
、
矢
野
見
習
士
官
の
伝
令
で
あ
っ
た
。

モ
ー
ル
メ
ン
に
近
い
地
点
で
熱
病
に
か
か
り
イ
ン
ド
人
の
民
家
に

入
り
休
息
す
る
。
国
籍
が
違
っ
て
い
て
も
友
好
的
に
世
話
を
し
て

く
れ
た
こ
と
を
喜
び
に
思
っ
て
い
る
。
戦
友
に
だ
き
か
か
え
ら
れ

非
常
に
つ
ら
か
っ
た
が
、
無
事
モ
ー
ル
メ
ン
に
到
着
。
そ
の
後

タ
ー
モ
ア
ン
に
駐
屯
。

昭
和
二
十
年
七
月
四
日
、
ニ
ー
ケ
に
患
者
療
養
所
引
継
ぎ
の
た

め
、
川
田
大
尉
以
下
将
校
二
人
、
下
士
官
兵
二
十
八
人
派
遣
。
引

継
後
、
薬
室
勤
務
の
坪
井
伍
長
以
下
田
村
、
田
中
二
人
、
毎
日
蒸

留
水
づ
く
り
に
明
け
暮
れ
。
こ
こ
で
水
谷
光
治
、
中
井
政
次
マ
ラ

リ
ヤ
に
か
か
り
病
死
、
戦
友
と
近
く
の
場
所
に
埋
葬
す
る
。
水
谷

は
俺
は
長
男
だ
か
ら
絶
対
死
な
ん
ぞ
、
と
言
っ
て
い
た
の
が
今
で

も
耳
に
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
、
可
哀
相
な
こ
と
を
し
た
と
思

う
。昭

和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
ニ
ー
ケ
療
養
所
に
て
終
戦
の
報
を

聞
く
。
こ
の
日
は
相
当
院
内
が
動
揺
す
。

昭
和
二
十
年
八
月
某
日
、
患
者
輸
送
を
兼
ね
本
隊
に
復
帰
す

る
。昭

和
二
十
年
十
月
九
日
、
本
隊
タ
ー
モ
ア
ン
よ
り
パ
ン
ポ
ン
に

移
駐
。
こ
の
間
、
亀
田
大
尉
の
当
番
勤
務
、
そ
の
後
勤
務
交
替
で

奥
田
大
尉
、
北
条
主
計
少
尉
の
当
番
勤
務
と
な
る
。
内
務
班
と
分

か
れ
て
当
番
班
に
所
属
、
班
長
中
谷
伍
長
。

昭
和
二
十
年
十
二
月
十
六
日
、
湿
性
胸
膜
炎
発
病
で
入
室
す
、

間
も
な
く
自
隊
演
芸
班
生
れ
る
。
そ
の
な
か
の
音
楽
部
門
で
桝
が

ド
ラ
ム
代
わ
り
に
■
油
■
を
た
た
き
実
に
上
手
だ
っ
た
の
が
い
ま

だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
流
行
歌
で
東
海
林
太
郎
の
「
隅
田

川
」
が
よ
く
歌
わ
れ
た
。
芝
居
で
は「
瞼
の
母
」
が
非
常
に
よ
か
っ

た
。
入
室
中
、
他
の
入
院
患
者
の
世
話
を
す
る
。

昭
和
二
十
一
年
六
月
上
旬
、
患
者
輸
送
を
兼
ね
て
内
地
へ
帰
還

の
命
を
受
く
。
和
田
大
尉
の
指
揮
で
バ
ン
コ
ッ
ク
よ
り
米
軍
上
陸

用
舟
艇
に
乗
船
、
帰
国
の
途
に
つ
く
。
船
中
、
和
田
大
尉
の
当
番

勤
務
。
海
路
つ
つ
が
な
く
、
数
日
を
へ
て
誰
か
の
叫
び
声
で
甲
板



に
出
る
と
、
前
方
に
富
士
山
が
雲
間
よ
り
み
え
る
。
あ
あ
故
国
に

帰
っ
て
き
た
ぞ
と
実
感
が
わ
き
、
非
常
に
嬉
し
か
っ
た
。

六
月
二
十
八
日
、
浦
賀
入
港
。
検
疫
後
上
陸
、
米
軍
の
装
具
の

検
閲
後
、
浦
賀
引
揚
援
護
局
宿
舎
に
は
い
る
。
復
員
準
備
。

昭
和
二
十
一
年
六
月
二
十
八
日
、
復
員
完
結
、
召
集
解
除
、
戦

友
と
共
に
（
大
西
、
北
田
、
桝
、
岸
、
平
沢
）
帰
阪
す
。

こ
の
回
想
記
の
終
り
に
際
し
、
自
隊
将
兵
の
冥
福
を
祈
る
。

ビ
ル
マ
の
密
林
　 

愛
知
県
　
稲
垣
金
増
　 

昭
和
十
五
年
八
月
、
横
須
賀
海
軍
徴
用
軍
属
と
し
て
、
三
重
県

四
日
市
横
須
賀
海
軍
建
築
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
当
時
ま
だ
十
九

歳
、
役
場
の
係
の
人
が
白
紙
令
状
を
持
っ
て
来
ま
し
た
。

「
御
苦
労
様
で
す
が
な
に
が
な
ん
で
も
行
っ
て
も
ら
は
な
け
れ

ば
。

」

と
い
わ
れ
、
国
の
た
め
で
す
か
ら
と
の
こ
と
で
行
き
ま
し
た
。

十
六
年
四
月
、
徴
兵
検
査
を
受
け
丙
種
合
格
と
い
わ
れ
ま
し

た
。
同
年
九
月
ご
ろ
移
動
が
あ
り
、
小
笠
原
父
島
に
行
き
ま
し
た
。

十
七
年
に
木
更
津
海
軍
建
築
部
に
か
わ
り
十
八
年
十
一
日
ま
で
勤

務
し
ま
し
た
。

赤
紙
令
状
を
受
け
、
十
八
年
十
一
月
三
島
野
戦
重
砲
に
入
隊
し

ま
し
た
。
同
年
十
二
月
二
十
五
日
門
司
港
を
出
発
、
船
内
は
な
ん

と
も
い
え
な
い
い
や
な
に
お
い
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は

船
に
は
酔
わ
な
い
が
、
監
視
兵
と
し
て
高
い
マ
ス
ト
の
う
え
に
登

り
見
張
り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
つ
ら
い
思
い
を

し
ま
し
た
。
約
五
十
日
位
の
船
内
の
生
活
は
、
と
て
も
つ
ら
く
、

い
よ
い
よ
上
陸
と
の
命
令
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
上
陸
し
ま
し
た
。

一
時
間
ぐ
ら
い
た
っ
た
時
、
数
十
機
の
敵
機
の
空
襲
に
あ
い
ま

し
た
が
、
怪
我
人
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
た
ち
の
隊
は
初
年
兵
ば
か
り
で
指
揮
官
が
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
達
の
行
く
本
隊
は
ど
こ
に
あ
る
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
他
の
隊
と
ま
ざ
り
、
目
的
は
ビ
ル
マ
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
連
絡
所
が
あ
り
ま
し
た
か

ら
、
そ
の
付
近
で
寝
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

タ
イ
・
ビ
ル
マ
国
境
に
ア
ラ
カ
ン
山
脈
が
あ
り
、
そ
の
山
中
に

は
虎
、
■
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
私
た
ち
の
そ
ば
に
は
■
が
来
ま




